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【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/74     (2006.01)
   Ｄ０１Ｄ  10/00     (2006.01)
   Ｄ０１Ｄ  10/06     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  10/00     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  23/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ   6/74    　　　　
   Ｄ０１Ｄ  10/00    　　　Ａ
   Ｄ０１Ｄ  10/06    　　　　
   Ｄ０６Ｍ  10/00    　　　Ｂ
   Ｄ０６Ｍ  23/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月27日(2009.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンに入っているポリ燐酸に加水分解を受けさせる方
法であって、
ａ）未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンの中のフィラメントから表面の液体を除去し、
ｂ）前記ヤーンを温度が少なくとも約１５０℃の熱表面と接触させることでポリ燐酸に加
水分解を受けさせるが、ここで、前記フィラメントは実質的に融合していないままであり
、そして
ｃ）その後、前記熱表面と接触させたヤーンからポリ燐酸の加水分解物を除去する、
ことを含んで成る方法。
【請求項２】
　更に、
ｄ）段階ｃ）で得たヤーンを乾燥させる、
段階も含んで成る請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記未乾燥ヤーンの中のフィラメントから表面の液体を除去することが前記ヤーンを少
なくとも約１５０℃の熱表面と接触させることでポリ燐酸に加水分解を受けさせる前に乾
燥させることを含んで成る請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンの中のフィラメントから表面の液体を除去す
る前に前記未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンを水性流体で濯いでおく請求項１記載の
方法。
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【請求項５】
　前記ポリ燐酸の加水分解物を前記ヤーンから除去することが塩基を用いた洗浄を実施す
ることを包含する請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記ヤーンを塩基で洗浄する前および後にそれを水で洗浄する請求項５記載の方法。
【請求項７】
　後で前記ヤーンを揮発性酸で洗浄する請求項５記載の方法。
【請求項８】
　前記マルチフィラメントヤーンがポリアレーンアゾール重合体のフィラメントを含んで
成る請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリアレーンアゾールがポリピリドアゾールである請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記ポリアレーンアゾールがポリベンゾアゾールである請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記ポリベンゾアゾールがポリベンゾビスオキサゾールである請求項１０記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　本分野の技術者は、本発明の好適な態様に対して数多くの変更および修飾を成すことが
できそしてそのような変更および修飾を本発明の精神から逸脱することなく行うことがで
きることを理解するであろう。従って、添付請求項に本発明の真の精神および範囲内に入
る如きそのような相当する変形の全部を包含させることを意図する。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンに入っているポリ燐酸に加水分解を受けさせる
方法であって、
ａ）未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンの中のフィラメントから表面の液体を除去し、
そして
ｂ）前記ヤーンを熱表面と接触させることでポリ燐酸に加水分解を受けさせる、
ことを含んで成っていて、前記フィラメントが実質的に融合していないままである方法。
２．更に、
ｃ）ポリ燐酸の加水分解物を前記ヤーンから除去する、
段階も含んで成る前記１記載の方法。
３．前記未乾燥ヤーンの中のフィラメントから表面の液体を除去することが乾燥を実施す
ることを含んで成る前記１記載の方法。
４．前記乾燥を約１４０℃未満の温度で実施する前記３記載の方法。
５．前記乾燥を約１２０℃未満の温度に加熱したロール上で実施する前記４記載の方法。
６．前記未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンの中のフィラメントから表面の液体を除去
する前に前記未乾燥紡績マルチフィラメントヤーンを水性流体で濯いでおく前記１記載の
方法。
７．前記熱表面が加熱されたロールを含んで成る前記１記載の方法。
８．前記熱表面の表面温度を少なくとも約１５０℃にする前記１記載の方法。
９．前記熱表面の表面温度を少なくとも約１８０℃にする前記８記載の方法。
１０．前記ポリ燐酸の加水分解物を前記ヤーンから除去することが塩基を用いた洗浄を実
施することを包含する前記２記載の方法。
１１．前記ヤーンを塩基で洗浄する前および後にそれを水で洗浄する前記１０記載の方法
。
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１２．前記塩基が水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化アンモニウム、重炭酸ナト
リウムまたはこれらの任意組み合わせを含んで成る前記１０記載の方法。
１３．前記塩基が水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化アンモニウム、重炭酸ナト
リウムまたはこれらの任意組み合わせを含んで成る前記１１記載の方法。
１４．後で前記ヤーンを揮発性酸で洗浄する前記１０記載の方法。
１５．前記マルチフィラメントヤーンがポリアレーンアゾール重合体のフィラメントを含
んで成る前記１記載の方法。
１６．前記ポリアレーンアゾールがポリピリドアゾールである前記１５記載の方法。
１７．前記ポリピリドアゾールがポリピリドビスイミダゾールである前記１６記載の方法
。
１８．前記ポリピリドビスイミダゾールがポリ（１，４－（２，５－ジヒドロキシ）フェ
ニレン－２，６－ピリド［２，３－ｄ：５，６－ｄ’］ビスイミダゾールである前記１７
記載の方法。
１９．前記ポリアレーンアゾールがポリベンゾアゾールである前記１５記載の方法。
２０．前記ポリベンゾアゾールがポリベンゾビスオキサゾールである前記１９記載の方法
。
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